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○議長（野口 俊明君） これから本日の一般質問を行います前に、議長から、質問をさ

れます議員及び執行部の皆さんにお願いいたします。

昨日の一般質問の際には、発言あるいは答弁内容について、たびたび休憩の動議が提

出され、議事を中断する場面がありました。

質問されます議員は、議会のルールを踏まえ、質問の仕方や、答弁の引き出し方、個

人、企業のプライバシーについて、御配慮いただきたいと思いますし、答弁されます執

行部の皆さんも質問者の質問内容をよく理解し、的確な御答弁をお願いいたします。

なお、今後休憩動議が提出された場合、再開後、傍聴者及び視聴者の皆様に対して、

議長から、動議の内容について御説明いたしたいと思います。

以上、本日からやっていきますので、皆さんも御理解と御協力をよろしくお願いしま

す。

午後１時３０分開議

○議長（野口 俊明君） それでは開会いたします。

ただいまの出席議員は１８人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

⋞ ⋞

日程第１ 一般質問
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○議長（野口 俊明君） 本日は、昨日に引き続き、残りました２人の議員の一般質問を

行います。

通告順に質問を許します。

１４番、岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） はい、議長。

私、今回は１問だけ通告しております。通告書を読み上げまして質問にかえさせてい

ただきます。

財政運営の見通しは。

２５年度一般会計予算案が発表されました。地方交付税の減額や税収の大幅落ち込み、

それを補うための大きな額の借入金など、かなり苦しい予算編成のようである。２５年

度も名和拠点保育園整備事業という大型の普通建設事業があるため、町債が膨らんだも

のと思いますが、以下の項目について町長にただしたいと思います。

（１）財政運営の将来見通しは。

（２）今回の予算案での特徴は。

（３）政府の国土強靱化政策により見込まれる公共事業費の増大をどう反映させてい

くのか。

（４）政府は７月以降に地方公務員のラスパイレス指数の高い部分の給与カットを要

請しているが、どう対処するのか。

（５）境港市などのように保育料を引き下げ、町長の子育てしやすい町づくり政策の

施策の一つとしてはどうか。

以上、よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） それでは、岡田議員の財政運営の見通しはということにつきま

してお答えをさせていただきたいと思います。

ここ数年は、国の経済対策などによりまして、苦しいながらも予算の編成につきまし

ては、基金の取り崩しをすることなく予算を編成することができました。しかし、平成

２５年度の当初予算につきましては、議員の御質問の中にもございましたが、地方交付

税の減額、税収の落ち込みなどにより苦しい予算編成となっております。

安定的な財政運営を図るため、総合計画をもとに事業を進めているところでございま

すが、今後、普通交付税の合併算定がえによりますところの減少、施設の老朽化や災害

に対する対応、あるいは新規の事業など発生してまいります。今後の財政運営は、今以

上に厳しい状況になるものと思われますので、適宜中⋞長期、短期の財政推計を行って、

それに基づき安定的な財政運営を行うように努めてまいりたいと考えております。

今回の予算案での特徴はということでありますが、平成２５年度の当初予算は、４月
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に町議選、あるいは町長選挙を控えておりますので、いわゆる骨格予算となっていると

こでありますが、保育所統合の最後となりますところの名和地区の拠点保育所建設が予

算化されているということと、歳入面では６年ぶりに財政調整基金の取り崩しを行った

ということが大きな特徴であります。

政府の国土強靱化施策により見込まれる公共事業費の増大をどう反映させていくかと

いうことについてでありますが、先ほど申し上げましたように、今後財政的にはかなり

厳しい状況になってくるものと予想されます。国の経済対策など、有利な制度を活用し、

町の持ち出しができるだけ少なくなる、その方法を探りながら、必要な事業につきまし

ては優先的に取り組んでまいりたいと考えております。

政府は、７月に地方公務員のラスパイレス指数の高い部分の給与カットを要請してい

るが、どう対処するのかという質問についてであります。

国におきましては、昨年、職員給与のカットを実施をし、その結果、ラスパイレス指

数が国を上回る自治体が多く生じたところであります。国においては、地方においても

職員給与の削減を求めておりましたが、本町では、昨年国が給与カットを実施されて以

降、職員組合に給与カットについての御協力をお願いをし、同意を得たために、昨年の

９月議会に給与の３％のカット、これの条例を提案をし、議決をいただいたところであ

ります。それによりまして、昨年１０月より平成２６年３月まで給与カットを実施いた

しています。他の自治体に先駆けて給与カットに御協力をいただいた職員の皆さんに感

謝を申し上げるところでございます。

新政権になり、地方公務員の給与カットについてさらに強い要請があり、地方交付税

の抑制という形で具体的に財政面における影響が出ております。今回の交付税抑制の影

響額は本町で約７，８００万円の減額と試算しているところであります。この地方交付

税の削減分は、救急防災⋞減災事業費や、新たに創設をされました地域の元気づくり事

業費に充てられることになっております。この地域の元気づくり事業費は、各自治体の

ラスパイレス指数や職員の削減状況を勘案をして交付されることになりますが、現在の

段階ではどの程度交付されるかわからない状況であります。これまでの本町の取り組み

経過から考え、交付額については考慮いただけるのではないかなと考えているところで

あります。

保育料の引き下げを行い、子育てのしやすい町づくりの施策としてはどうかというこ

とでございますが、少子高齢化、人口減少が進む現在、町の人口増を図り、町の活性化

を図るためには、子育てがしやすく、若者が定住をし、教育文化度の高い町をつくって

いくということは、私の大切な、重要なテーマの一つであります。

このような中で、施設面では、これまで中山地区、そして大山地区に拠点保育所の整

備を進めてまいりました。平成２５年度には残りました名和地区に拠点保育所を建設す

る予定であります。保育所の建設に当たりましては、子供たちの人間形成に大きく寄与

するだろうという思いの中から、木のぬくもりを感じる保育所の建設に力を注いでまい
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りました。名和地区拠点保育所につきましても、国からの補助金をいただき、木材を多

く使用した保育所とする予定であります。

また、保育所の保育料の引き下げということでございますが、これまでも保育料の設

定につきましては、子育てに配慮をした保育料を設定しているものと考えております。

保育料の額が安いということにこしたことはございませんが、財政面で継続的な影響が

出てまいりますので、これからの町全体の財政運営を考慮しながら、極力保育料の額を

引き下げることができるよう努めてまいりたいと考えております。

その中で、国策として幼児教育費の無償化が検討されている状況下もありますので、

その実現に向けての働きかけと、連携した形での取り組みを進めてまいりたいと存じま

す。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 財政の関係でちょっと、一つ質問したいんですが、現在、

大山町、まあ２５年度末の見込みですが、基金が一般会計４５億５，０００万円、それ

から特別会計３億５，０００万円、合わせて４９億ぐらいありますね。かなり基金が多

うございます。一方、公債費の方ですが、２１８億２，０００万円、これもかなり高い

数値でございます。

まずこの中で、公債費２１８億２，０００万円のうち、臨時財政対策債は幾ら占めて

いるのか教えていただきたいことと、それから、公債費２１８億という値、ちょっと西

部のほかの市町村、全部調べてないんですけども、例えば境港市なんかは非常に、１２

３億ぐらいしかないんですね、市であっても。一方、米子市なんかは６２０億、かなり

べらぼうに高い。境港市が保育料値下げ、市長がどんどん下げていっているのは財政的

な面もあるのかなと考えますけども、この公債費の額と、額について、政府のといいま

すか、県下の他町村と比較してどうなのか、将来の見通しをお答えください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。内容等について、担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 休憩いただけませんでしょうか、ちょっと。

○議長（野口 俊明君） はあ。

○総務課長（酒嶋 宏君） 全体はわかりますけども、あの……（「ちょっと休憩をと

って」と呼ぶ者あり）はい、休憩をお願いいただけますか。

○議長（野口 俊明君） はい、休憩します。

午後１時４８分休憩
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午後１時５２分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

ただいまの休憩に関しましては、質問者が平成２５年度、ただいま審査しております

予算の公債比率の点につきまして……（「公債費の額ですよ」と呼ぶ者あり）公債費の

額につきまして質問がありました。これは各県下の町村、今、新年度予算の、会議の最

中であります。まだあの平成２４年度予算につきましても、額が確定していないため、

県下のものは出ておりません。平成２３年度までにつきましては事務局も持っておりま

すが、質問者の要求が平成２５年度ということで、休憩して、いろんな調査を総務課長

がしてまいりましたので、答弁できるところまで答弁させます。

○総務課長（酒嶋 宏君） よろしいですか。じゃ、議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） まず、２５年度の臨時財政対策債の見込みですけれども、

約４４億を見込んでおります。それから、地方債残高順位ということですけれども、普

通会計の資料しかございませんでして、それも２３年度の状況になります。市部合わせ

てですね、大山町は６番目になります。４市合わせて６番目ということになりますので、

高い方の地方債残高があると、多く残っているということになります。

○議員（14番 岡田 聰君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） その点についての町長の考えといいますか、どう感じて

おられるか、どう、まあ将来どうしなければならないというような踏み込んだところま

で答えていただければお願いいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。数字については先ほど担当が述べたところであります。

基金ということにつきましては、ここ数年の中で、一生懸命積ませしていく、積んでい

くという視点の中でありますけれども、やはり大きな事業を進めていく中での借り入れ

部分、この部分もあっておる現状であります。まあ今後の取り組みの中では、やはり大

きな事業等々が出てくるということもあるわけでありますので、しっかりと財政推計等

々を立てながら、短期的に、中⋞長期的に取り組みを進めていかなければならないとい

うぐあいに考えているところであります。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 給与の関係をお聞きしたいと思いますが、ラスパイレス

指数で、昨年の、国家公務員のを下げたために県下の市町村大半が高くなったわけです

が、まあ県下でも１００を切るところが２カ所、若桜町が一番安くて９８．３、ええ、
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伯耆町が２番目に低くて９９．４％ですね。大山町は１０１．８％。県の平均が１０１．

２ということで、県の平均よりも上回っているわけですが、この点についての、まあ今

後、現在３％のカットをお願いして、２６年３月までは３％のカットをお願いするとい

うことでございますが、ええ、根本的にこの国より上回っている部分、ええ、近いうち

にどうされるのか、ええ、当分は２６年３月まで何もされないのか、その点もちょっと

お伺いしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。後で担当の方からも述べさせていただきたいと思います

が、少し誤解があるんではないかと思っております。先ほど述べられました１０１．８

という数字は平成２４年の４月１日現在であります。先ほど答弁をさせていただきまし

たように、町の職員組合の方と協議を重ね、また御理解をいただいて、昨年の９月議会

に給与の３％カットということで、議決をいただきました。昨年の１０月から３％のカ

ットの状況に今入っているとこでありまして、実の状況は、３を引きますから９８．何

ぼぐらいのラスパイレスの今、大山町は状況にあるということであります。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 私も個人的には一方的にその国の基準でどんどん下げろ

というのはちょっとどうかなと思います。というのは、ええ、ラスパイレス指数という

ものが民間では基本給の部分といいますか、その基本給に当たる平均給与月額の比較、

月給の比較ということで、まあ諸手当は含んでいないそうでして、諸手当を含めば、諸

手当を加え比較すると、国の月給は３７万２，９００円、９０６円ですか、ええ、県内

で最もラスパイレス指数が高い米子市でも国の基準に合わせて比較すれば３６万幾らと、

国よりも低くなるということで、まあ実質は国家公務員の方が、実質収入は多いような

関係、状況のようです。といいましても、まあ国の施策でこのラスパイレス指数どおり

にというようなことが出ますと、まあ新聞なんかでこの表が出ますと、だれもが高くも

らっているということを感じます。ところが実際は３％カットして、実質低くもらって

いるわけですが、低く抑えられているわけですが、この一時的に３％カットというのを

やっているということをもっともっとＰＲするというか、町民にもわかってもらわない

けんと思いますし、ただ、やり方として、本当にラスパイレス指数にあらわれるような

形ではやれないのかどうか、その点を伺いたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。
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○総務課長（酒嶋 宏君） ラスパイレス指数にあらわれるようにできないかというこ

とですけれども、ラスパイレス指数の計算はですね、４月１日時点での数値を比較しま

すので、これにあらわれるのは、２５年の４月１日を比較した場合にあらわれるという

ことになりますので、まあ知っていただくということになりますと、別途広報をかける

というような方法しかないのかなというふうに思っております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） その点、町の職員は３％カットして、非常に厳しい中、

協力しているというようなことをもっとＰＲした方がいいのではないかと思います。

保育料のカットの関係をちょっと伺いたいと思いますが、境港市なんかはかなり、２

００７年度にも１４．５％下げ、今回も９．３％も下げるということで、非常に子育て

応援の施策が際立っておりますが、それから、あの、このごろ出ております町内の選挙

の公約にも、ある候補は５０％カットするというようなことを書いておられます。かな

り子育てについては思い切った施策も必要だろうとは思いますけども、まあ保育所運営

費なんか見てみますと、全体で６億かかっとるうちに人件費が３億幾ら、まあ保育料の

占める部分というのは非常に少ないかもしれませんけども、この、大幅にカットして、

カットする場合は、どういうとこから財源を持ってきて、将来にわたってこの維持する

のがどういう問題が出てくるのか、ちょっとお答えできればお願いしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当の方でわかる範囲内で答えさせていただきたいと存

じます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 保育料につきましてですが、市部、今上げられましたけれ

ども、市部の方で３歳児をベースにして見た場合ですね、安い、４市の中で一番安い市

が２万７，０００円の保育料を取られております。で、ちなみに大山町は、同じ３歳児

で比較した場合、２万４，０００円の保育料ということで、まあ保育料の額としてはか

なり低いベースで……（発言する者あり）ええ、安いです。あの、設定させていただい

ていると思います。先ほど保育所の運営に関するところで６億というお話をいただきま

したけれども、町の保育所はですね、施設の方を外して、あの、人件費的な部分での運

営費ということで、３億３，０００万ほどの経費でやっておりまして、国の基準額でい

きますと、保育料を１億５，０００万ほど徴収するという形になっております。実際に

町の方はですね、８億２，０００万ほどの徴収をいただいておりまして、この相差約６，

６００万……（「８，２００万」と呼ぶ者あり）済みません。８，２００万ですね。済

みません。８，２００万ほどの保育料を徴収させていただいておりまして、この相差６，
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６００万円は町が出しているという形になります。ですんで、今後、保育料を下げると

いうことになりますとですね、この部分をどこからか捻出しないといけないということ

になりますので、あの、先ほど申しましたように、あの、施設の維持管理とかですね、

新しい事業等もいろいろ出てまいりますので、そういうものを含めながら、あの、保育

料についても、あの、どの額で設定するかというのは考えていかないと、後年度、大変

なことになるという部分は感じております。以上です。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田聰君。

○議員（14番 岡田 聰君） 保育料についてはわかりました。

今回、骨格予算ということで、３番目の政府の国土強靱化助成政策による公共事業費

の増大ということで質問しておりましたが、まあこの点については、骨格予算というこ

とで、なかなか具体的には答えられないということでしょうか。もう一度、最後にお願

いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 国土強靱化という形でさせていただいたというわけではご

ざいませんが、補正予算の関係でですね、畑かんの予算、それから道路整備、それから

２５年度では町道滝坂線の設計ということで入れております。

○議員（14番 岡田 聰君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで１４番、岡田聰君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、１番、竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。竹口大紀です。きのう、きょうとですね、まあ中

断が多くありましたので、まあできる限り中断のないように気をつけて一般質問をして

いきたいと思います。

私が２７歳で初当選してから早いもので４年がたとうとしています。今回で１６回目

の一般質問ということになりました。しかしながら、次の４月のですね、町議会議員選

挙には出馬しないという意向を固めておりまして、次のステップに向かっていこうと思

っておりますので、今回が最後の、大山町議会議員として最後の一般質問になろうかと

思います。ただ、政治家はやめませんので、ほかの機会で一般質問等をすることはある

かと思いますが、大山町議会議員として最後の一般質問ですので、最後の最後まで全力

で、質問したいと思います。

まず、１問目、地方自治体首長の退職金制度ということで通告しております。

－２５９－



近年、全国的に地方自治体の首長の退職金制度を見直す動きがあります。大山町長の

場合、１期４年で約１，５８０万円が退職金として支払われますが、退職金の見直しと

いうのが持論であります町長が考えます理想的な退職金の額は幾らでしょうか。

それから、平成２１年６月議会、ちょうど４年ほど前の６月議会で、退職金に関する

質問や質疑がたくさん出ました。その内容を、答弁を要約しますと、鳥取県町村職員退

職手当組合の条例や規則の変更が困難であるので、退職金の減額に準ずる町長報酬月額

２０％カットを提案したということでありますが、町長の退職金を見直すという持論を

そのほかの手法で実行に移せないものでしょうか。

それから、町長の退職金を見直すため、鳥取県町村職員退職手当組合の条例等の改正

を訴えるという趣旨の公約、この公約の達成度は町長の自己評価で何％ぐらいでしょう

か。

以上、お答えください。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 竹口議員の地方自治体首長の退職金制度ということについての

質問にお答えをさせていただきます。

まず初めに、町長が考える理想的な退職金の額はということについてでありますが、

町内の町村の首長や一般職員の退職金につきましては、その事務を県内の町村で構成を

いたしますところの鳥取県町村職員退職手当組合で行っております。首長の退職金は、

給料の額に定められた率を掛けて算出されますが、その率を決定する際には諮問委員会

などでの検討を行い、全町村の合意と自治労の交渉を経て決定されることになります。

社会経済状況やほかの自治体の状況などを勘案をいたしながら、広範かつ多角的な視点

から検討され、退職金の支給率が決定されることでありますので、一般社会通念上、適

正な金額が設定されているものと考えております。

私が理想と考える退職金の額ということでありますが、理想の金額を求めたというこ

とではなく、議員を経験する中、厳しい経済、あるいは財政の状況を踏まえ、新しい町

政に臨む思いとして、給与の減額を行ったということであります。

退職金を見直すということを給与カット以外の手法で実行できないかということであ

りますが、さきに申し上げましたが、鳥取県内の町村では、鳥取県町村職員退職手当組

合を組織して首長、職員の退職金について対応いたしておりますが、退職金の支給につ

いては、退職手当組合の定める条例、規則に基づき支給することとなっております。こ

の条例改正に当たっては、構成するすべての自治体の合意が必要となりますので、実現

はかなり難しいものと考えておりますし、今回のような給与カットという対応を行った

ところであります。

また、鳥取県町村職員手当組合、職員退職手当組合の条例等の改正について訴えると
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いうことについての公約達成度ということでありますが、さきに述べましたような状況

でございまして、パーセントであらわすということは難しいものと考えております。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。まず、私の考えですけれども、私は、町長、ある

いは特別職を含めてですけれども、退職金、もらうべきだというふうに思っております。

今回質問しておりますのは、森田町長が選挙前に、退職金を見直します、規約の改正を

訴えて見直しますというふうに公約でうたっておられましたので、その公約の達成ぐあ

いを質問しているという状況です。決して退職金をもらうなと言っているわけではなく

て、私としては、退職金はもらってもいいんじゃないのかなというふうに思っておりま

す。

まず１つ目、見直しを訴えるに当たって理想的な金額というものがまあないというよ

うな答弁だったんですけれども、規約の改正を訴えるに当たって、どれぐらいの金額が

いいのか、頭にない中で、本当に改正を訴える気持ちがあったんでしょうか。御答弁願

います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。その思いであります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） 改正を訴える思いがあれば、普通は半分ぐらいがいいか

なとか、ゼロでいいじゃないかなと、頭の中に、大体の額、これぐらいの額にしたらい

いじゃないかなというのを思い浮かべながら訴えていかないと、何を訴えていいのかわ

からないと思うんです。まっ、町長はそういう考えだということですけれども。

公約の達成度、何％かという答えに対しても、評価できないという答えでした。実質

ゼロ％なのかなというふうに感じますが、町長は、この４年間で鳥取県町村職員退職手

当組合に何回ぐらい規約の改正を訴えられたんですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。この件については、以前にも質問をいただいて、お答え

をした経過があります。多分その内容も議員周知しておられると思いますけども、事務

方の方ででも先ほど述べましたように、それぞれの規約の改正、賛同、同意、難しい状

況であるということでいろいろと聞く中でございましたので、そのことについての提案

等はいたしておりません。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。規約の改正が難しいということで、その提案はし

ていないということです。公約では退職手当組合の条例等、規約等の改正を訴えるとい

うふうにおっしゃられてますが、これは全くやってないということでした。規約の改正

が難しいとおっしゃられるのは、十分理解できます。しかしながらですね、ほかの方法

で退職金を見直す、あるいは退職金をもらわない方法があるんじゃないのかなというこ

とで、全国ではまあ多くの市町村長さん、退職金の改正、見直しを訴えて選挙を戦われ

て、当選されて、どういうふうにされているのかなというふうなことを調査してみまし

た。

まずこちらをごらんください。（パネルの提示あり）これは富山県、富山県のですね、

ある自治体の条例を引用してきました。具体的な固有名詞を出しますと一般質問が中断

しかねないので、ある自治体というふうに、申しますが、富山県も同じように、鳥取県

と同じような仕組みで市町村職員の退職手当組合というのがあります。で、ここの自治

体の首長さんはどういうふうにそれを実現しているか。条例を読みます。市町村、市町

村職員退職手当事務条例第７条第１項に規定する、ここは市長ですね、市長の退職手当

の額の算定に用いる給与月額については、市長及び副市長の給与に関する条例第２条の

規定にかかわらず、同条に規定する市長の給与月額からその１０分の１０に相当する額

を減じて得た額とする。要するにこういう条例を別建てでその自治体に置くことで、退

職手当組合の退職金額の算定に用いる給料月額、この額をゼロにしてしまおうという条

例をうたっています。

町長もこういう条例を大山町内でつくって、公約の実現に向けて、動かれてはどうで

すか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） よく勉強しておられるなというぐあいに思いますが、まあそれ

ぞれの地域で、いろいろな思いの中で条例というのはつくられていくものと思っており

ます。今初めてそのものを勉強させていただいておりますので、そのものについては参

考にさせていただきたいなと思っております。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。参考にさせていただくということでしたけども、

法制担当として、こういった条例が大山町で成立した場合にも有効であるのかどうか、

見解を問います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） その件について、もう一度お願い申し上げたいと思います。
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○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） こういった別建てで条例を立てた場合に、こういった条

例が有効になるのかどうか、これを法制担当、総務課ですかね、総務課長、見解を伺い

ます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 別建てでということですが、あの、鳥取県の場合ですね、

町村職員ということで、市は入っておりませんで、市は、市単位で退手をつくっており

ます。ですので、条例でですね、給与、退職金の減額というのは市の議会と市長さんの

方でできると。鳥取県の場合は、町村が連合でやっておりますので、その場合、全員の

同意が要るということでできないと、できないというか、かなり難しいということです。

で、退手の方で決めておりますのは率を決めておりますので、給料額を変えるという

ことで、つくりによってはそのベースになる給料額を変えることができますので、それ

は減額というのは可能であろうかなというふうには考えます。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。その次に質問しようと思ってたんですけどもね、

ちょっと踏み込んだ答えがありました。もうちょっとこれを追及していきたいと思いま

すが、ここも市単独でやっているわけじゃないです。その富山県の市町村職員、ここは

まあ鳥取県の場合は市が入ってないだけで、町村職員ということになってますけれども、

富山県の場合は市町村、市も入っているということで、名称がこうなってるということ

で、別に条件としては、鳥取県と変わりないということです。で、その退職手当組合の

退職金額の支払いの算定の基準額、給料月額の求め方等も鳥取県の町村職員退職手当組

合の規約と似ている部分があるんですけれども、このような条例をつくれば、まあ先ほ

ど総務課長が言われたような方法を使わなくても、もっとスマートに退職金のみを減じ

ることができるんじゃないですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 現在のですね、退手の基準となるのは給料額ということに

なっておりますので、言われたようなことが可能かどうかは、退手の組合と御相談しな

いと、できるできない、ちょっとはっきりこの場では申し上げることはできないのかな

というふうに考えております。
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○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） 行政の法制担当部局が、まあもうちょっとうまいぐあい

に法解釈していただきたいなと思うんですけれども、こういう例えば退職手当の額の算

定に用いる給料月額の特例に関する条例というものをつくった場合、給料月額をうたっ

てある条例というのは、法律でいう一般法、退職手当の額の算定に用いる給料月額の特

例に関する条例のような特例を設けた場合、そちらは特別法になって、一般法と特別法、

どっちが優先されるんですか。特別法ですよね。そうすると、算定に用いる給料月額と

いうのは、こちらの条例上の額を使わないといけないということになると思うんですが、

どうですか、見解。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 一般的には、一般法より特別法の方が優先するということ

になると思いますけれども、今回のケースの場合ですね、それが条例をつくって対応で

きるかどうかということにつきましては、この場ではちょっとわかりかねますので、退

手の組合と先ほども申しましたように御相談しないと、ちょっと御回答が難しいかなと

いうふうに考えております。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。まっ、聞いてみないとわからないということでし

た。法的には何ら問題のない条例なのかなというふうに思いますが、まあその、先ほど

の最初の答弁の中で総務課長が答えられましたとおり、鳥取県町村職員退職手当組合、

退職手当に関する条例ということで、特別職の退職手当の特例第５条の４というところ

を抜き出してきました。これは鳥取県町村職員退職手当組合の公開されている条例とい

うことですけれども、特別職の職員が退職した場合の退職手当の額、要するに町長、副

町長、あるいは教育長ですね。退職された場合の退職手当の額は、前６条の規定にかか

わらず、これは一般職等々の規定にかかわらずですけども、退職の日に、退職の日にお

けるですね、退職の日における給料月額に、次の各号に掲げる割合を乗じて得た額とす

るということで、長、町長ですね、在職期間１年につき１００分の、これは御存じのと

おり５００、つまり４年間で給料月額に掛ける２０をした額が町長の退職金になるとい

う算定方法です。まあ、ちなみに副町長でありますと、１年につき１００分の２８０、

４年間で１１．２、掛ける１１．２ですね。教育長ですと４年間で掛ける８．８をする

ということで、副町長ですと、今の条例上の金額だと７００万円ぐらい、教育長ですと
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大体５００万円ぐらい、退職金が算定されるということです。

そこで、まあ先ほど総務課長が答弁の中で、おっしゃられましたが、もう一度再確認

します。大山町のみでこの規約の改正をしなくても、町長の退職金を減じたり、あるい

はゼロにしたりというためには、大山町、大山町長の給料を定める条例上、今、ええ、

７９万円になってますでしょうか。その額を例えば１円にすれば、退職金は２０円にな

ると、こういう見解でよろしいですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） もし１円になれば、そうなるかなというふうに思います。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） それからもう一つ、規約の改正を訴えなくても、規約の

改正をしなくても、もし本当に退職金を見直す、減額する、ゼロにするということが必

要であるというならば、もう一つ方法があると思うんです。今上げてきた２つ、それか

らもう一つは、町長退職後に大山町に退職金額を丸々寄附をするということもできると

思うんですが、これも可能かどうか、見解を伺います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 退職後に寄附ができるかどうかということですけれども、

選挙の方に出られなければ、寄附はできると思います。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。とまあ３つの方法を考えてきました。町長の公約

達成のために、どういった方法があるかなということで知恵を絞ってきたわけですけれ

ども、まあ今の課長の見解、課長の発言がイコール町長の見解なのかどうか、これはさ

きの質疑の中で、米本議員の答弁にありましたとおり、場合によって判断するというこ

とですので、まあ今の総務課長の発言がイコール町長の発言なのかどうなのかわかりま

せんけれども、町長、これだけ条件出そろってます。給与、給料を２０％カットを今さ

れてますけれども、ほかの自治体見てください。１０％、ねえ、カットしているところ

もあります。それは退職金のためじゃないんです。財政状況を考えて、見直しますとい
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うことで、町長の給与を毎月１０％なり、多いところでは全国的には４０％近くカット

されているところもあるようですけれども、カットしている自治体はあります。しかし

ながらこれはどこも退職金のためではなく、財政状況をかんがみてというカットです。

町長の公約から考えますと、やはり規約の改正が難しいので、退職金をもらわないた

めに、その退職金相当額に準ずる金額を捻出するために毎月２０％をカットしますとい

うことでしたが、そういうことをされなくても、今提示してきた３つの方法の中のどれ

かを行っていけば、まあ退職金、幾らぐらいがいいのかということは答えられませんで

したけれども、町長の持論とされます退職金の見直しというのが達成できるんじゃない

でしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 竹口議員の方で勉強していただいて、３つの方法の提案をして

いただいたというようなお話でありますけども、まあ特に退職金ということについては、

首長それぞれの思いがある案件だと思っております。鳥取県内にもたくさんの首長さん

がおられます。減額をしておられない首長さんもあります。１０％の方もありますし、

２０％という場合もあります。いろいろな首長の思い、考えの中で、議会に提案をさせ

ていただいて、議決をいただいて進むということであります。このたびの案件について

は、その就任の最初の６月の議会のときにもお話をさせていただいておりますし、その

中でも、先ほど申し上げましたように、竹口議員も議事録等は多分しっかりと目を通し

ておられる状況の中でのお話だと思っております。

まあ財政状況、あるいは経済の状況、そうした状況を踏まえながら、退職金というこ

との考えを持って臨みましたけども、やはり条例ということの中に入って勉強していく

中では、本当に厳しい、難しいものだなということで、この２０％というものを最初の

議会に提示をさせていただいて、議会から御理解をいただいたということであります。

金額的には９２０万という数字になるようで、ぐらいの数字になるようであります。１，

０００万に近い数字になっていくんじゃないかなという思いの中で、この２０％という

数字を思い浮かべながら出させていただいたという経過であります。

この３つの案件については、議員が一生懸命勉強されて提示いただいたということで

ありますので、本当に参考にということでさせていただきたいなと思っております。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。参考にということではなくてですね、こちらの質

問としては、やる方法はあります。町長は退職金見直しますと言われました。やる方法

はある。やりますか、やりませんかという質問でした。まっ、議長も冒頭におっしゃら

れましたけれども、質問の意図を的確に酌んでいただいて、もう一度御答弁をお願いし

ます。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 今の条例の状況の中では難しいという状況であります。

それと同時に、今、国の公務員の退職金の見直し、あるいは地方の公務員の退職金の

見直し、そうしたことが進んでいる現状であります。首長、特別職においてもそういっ

た検討をしていく時期はやってくるものと思っております。そういった場の中で、それ

ぞれの首長がいろいろな思いを持って協議をしていく、論議をしていくという場面もこ

れから出てくるものと思っております。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。答弁を受けるごとにこっちの疑問が膨らんでいく

わけですけれども、今の条例上難しいと答えられたのはどういうことですか。もう一度

御説明ください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさんのそれぞれの組合、手当組合という中でのメンバーが

あるということの中で、御同意をいただくということが非常に厳しいと、難しいという

状況だという意味合いであります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） 町長、もう少し理解をしていただきたいなと思うんです

が、今、町長がおっしゃられたのは規約の改正等の話であって、大山町単独の条例、ま

あ要するに、まあ議会の同意は必要かもしれませんけれども、町長の判断次第で町長が

選挙前に訴えられた公約が達成できるんですよ。４年前の見解ではちょっと難しいんじ

ゃないかなという答えでしたけれども、今調べてみると、これだけやる方法があるんで

す。できるんです、制度上。今、総務課長もそういう見解でした。公約で訴えられた町

長はどうされますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。先ほども申し述べましたけども、首長の退職金というこ

とについては、それぞれがそれぞれの思いで取り組んでいる、取り組んでいるといいま

すか、している状況があります。条例、町の条例、条例化ということになりますれば、

それは改正をするまでは永続的につながるということでありますので、一首長、４年間

の任期という一つの区切りの中で、条例化をしていくということが本当にいいのかなと

いうぐあいに考えております。それぞれの首長の考え、思い、そして与えられた任期、

４年間、その姿勢をその場で示すということであろうと思っております。
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○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。今の答弁をまあ要約しますと、１期４年の町長が

今後においても引き続き影響するような条例をつくるべきではないということでしたけ

れども、ここの先ほど出しました富山県のある自治体の条例、まあ附則に、附則の２番

目に、小さくて見えません。後ほどごらんいただいたらと思いますが、この条例は、附

則で、この条例の失効についてということでうたってあります。（パネルの提示あり）

この条例は、この条例の施行の際、現に在職する市長の任期満了または退職の日限り、

その効力を失うというふうにしております。こういうことを附則でうたえば、別に次、

ほかの方が首長をされても全然問題はない、影響はありません。その方が公約で何とう

たわれるかわかりませんけれども、森田町長としては選挙前にまあどうしても退職金、

町長の退職金は高過ぎるぞ、見直したいんだということで町民さんに支持を得られて当

選されてますので、条件はそろっているはずです。さっきから何度も聞いておりますけ

れども、条件、できる方法はあります。先ほど総務課長ができますという御答弁、１つ

目に関しては退職手当組合との話も必要じゃないかということもありましたが、あとの

２つに関しては問題ないということもありました。できるんです、町長。あとは町長が

されるかされないか、選挙前に公約でうたわれたことを本当に実現する気があるのかな

いのか、ここだと思うんです。御答弁ください。（発言する者あり）

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

私語は慎んでください。

○町長（森田 増範君） はい。竹口議員の勉強された思い、そういったものは感じさせ

ていただいておるところでありますけども、冒頭から申し上げておりますように、当初

の６月に自分自身の思いとして、できない状況の中での２０％のカットということを示

させていただきました。その任期の４年間の現状の中で、しっかりと責務を全うさせて

いただくということであると思っております。以上であります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） もう質問してもするするするする、全然違う方向に答弁

が行きますので、なかなかつかみどころがないなというふうに思うんですけれども、ま

あやるかやらないかでいえば、やる方法は見つかったのに、いや、私はやりませんと、

そういうことでよろしいですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。何度も申し上げますが、やるとかやらないとかというこ

とではありません。今の与えられた４年の中で、２０％をカットさせていただき、議会
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の方でも議決をしていただいて、今、今日があります。その状況下の中で、与えられた

責務をしっかりと全うさせていただく、それが今の状況にあると思っております。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） 給料の月額２０％カットを４年間、まあ４年間じゃない

ですね。平成２１年７月１日からだったでしょうか。から今月末までですから、２５年

３月３１日までだったと思いますので、丸々４年ではないですけれども、約４年、２０

％カットされて、９００万円程度給料がカットされると、４年間で。しかしながら、町

長の退職金というのは、冒頭にも申しましたとおり、１，５８０万円、額でいってもま

あまだまだ退職金とつり合わない額だなというふうにも思いますし、そもそも、先ほど、

ねえ、岡田議員、一般質問された中で、職員さんの給与カットの話もありました。町長

は、選挙の公約で退職金を減額するということを訴えるために、まあ実現するために２

０％を月額給与カットしてますと。それは財政的な問題でもなく、町長の公約を、退職

金を見直すという公約を達成するための２０％カットです。ほかの職員さんは退職金を

見直すためでもない。国の公務員の給与やそのほかの経済状況をかんがみてカットされ

ているわけですよ。実質じゃあ町長の給与は１％もカットされてないということになり

ますよ。もしこれをすりかえて、２０％カットが、まあ退職金のこともだし、そのほか

の職員さんも給与をカットされているので、まあ２０％の中にそれ全部ひっくるめて２

０％カットですよということであれば、ほかの市町村の首長さんと変わらんわけですよ。

選挙前に退職金を見直しますと訴えても訴えなくてももらう給与、もらうお金は変わら

ないのに、選挙前の有権者へのインパクトとしては大きいわけですよ、退職金を見直し

ますと言った方が。それはちょっとずるくないかなと思うんですよね。今現状で２０％

カットされているのは、退職金を見直しますともう自分で言ってしまったので、それを

達成するためだと言っておられますけれども、ほかの市町村、多いところでは本当に４

０％、４０％以上ですね、カットされているところもあります。そういうところに比べ

ても２０％。その上、退職金はもらわないように条例上できるのに、退職金をもらうと

いうことです。

町長、選挙前に公約でそのように訴えられて、実現する方法もあるのに、実現しない、

自分の意思で実現しないというような答弁がありましたけれども、それで本当にいいん

ですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。竹口議員の方から、ずるいとか、意思がないのかとかい

うような話をこの時期に及んでされるわけでありますけれども、スタートの就任をさせ

ていただいた一番最初の議会でそういった思いを伝えさせていただいて、財政的なこと、

経済の状況ということも踏まえて、このたびの２０％カット、退職金にかわるものとし
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てさせていただくという説明をさせていただいているところであります。その状況下の

中でこの４年間務めさせていただきました。後からいろいろと言われるのは、それはそ

れぞれの思いの中で、議員の思いとしてはあろうと思いますけども、当初のそうした最

初の私の思い、これをもってこの４年間務めてまいりました。首長さんがいろいろな思

いをもってカットされたり、あるいは全く当然されていない首長さんも当然あります。

それはそれとして、やはり首長としての思いをもって、自分の職責を全うしておられる

という状況であります。多い方、ない方、それぞれをどうのこうのということではない

と思っております。住民の皆さんから選ばれた首長さんがその思いをもって４年間職責

を全うされる、そこにまた給与の関係がカットが出たり出なかったりということである

と思っておりますので、それぞれの首長の判断ということが私は大切であると思います

し、そういう今状況にあると思っております。今いろいろと示されるところは議員がい

ろいろと勉強されて出されている提案だというぐあいに承知はしておりますか、私の今

の状況については、この４年間、しっかりと職責を全うさせていただく。６月の、一番

最初の６月にお伝えをさせていただいた思いをもって今日務めさせていただいていると

いうことであります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） まあ、４年間ですね、なかなか質問と答弁がかみ合わん

なと思いながら、やっぱり最後の最後まで質問と答弁がかみ合わんなという気がしてお

りますが、今、首長の判断で、それぞれの首長が退職金のことは考えられますよという

答弁でした。大山町以外の首長さん、まあ選挙でどういうことを訴えられたかは全部調

べておりませんけれども、そのほかの、大山町以外の首長さんは、在職時に、退職金ど

うしようかな、下げようかな、ゼロにしようかな、それは考えなったらいいと思うんで

すよ。だけど町長は、選挙を経て、４年前の選挙を経て、ええ、町民に公約を訴えて、

退職金見直しますと。退職金見直します。１，５８０万円、高いです。これ見直します

というと、やっぱり今、どの自治体もね、もうかってる自治体なんてないですから、財

政的に厳しいというのは住民さん、国民全体ですね、知っていることだと思いますので、

やっぱり退職金１，５００万見直しますよというと、やっぱり有権者には相当のインパ

クトがあるんですよ。なのに、実現できる方法があるのにしないというのは、首長の判

断云々じゃなくて、これはやっぱり町民さんとの約束を破っとることになりませんかね。

首長の判断で退職金見直しすればいいです、ほかの町は。選挙で訴えられてないところ

は在職中に、やっぱり財政的に厳しいけん、ちょっとまあわしの退職金１，０００万カ

ットしようかなとかいう市町村長、あるいは都道府県知事でもいいですわ、あってもい

いと思います。ただやっぱり町民と約束したこと、なおかつ４年前はできない、まあ議

会あるいは執行部も含めて、退職金の見直しはなかなか難しいじゃないかなという認識

の中でやってきましたが、やっぱりできる方法があるぞということが明らかになった今、
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これは住民さんとの約束の上で町長がしならないけんと思うんです。どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。かみ合わない状況は続くんだろうなと思いますけれども、

今、そのことについて触れておられますけれども、先ほども申し述べましたように、繰

り返しになりますが、提案されておられますものをつくっていく、これは単に４年間の

首長という思い、考えだけではなく、それ以降ずっと続いていく首長の位置づけも続く

ということであります。そのことがもってやられるところもあるのかもしれませんけれ

ども、私は、なかなかそこの部分には踏み込めれるのかなと思っております。与えられ

た４年間の中で精いっぱい職責を全うしていく。そして、今そのようにおっしゃいます

けれども、この２０％という数字についても、当時本当に、かなりの高いもののカット

ではなかったかなと思っております。その当時の思いをもって提案をさせていただいて、

議決をいただいたことでありますので、まずはその４年間の中で仕事をしっかりと全う

させていただくということで、答弁にかえさせていただきます。何度おっしゃいまして

もかみ合わないところはかみ合わないのではないかなと思っております。つくるという

ことは、やっぱり今後のいろいろな形の中に影響してくるということだろうと思ってお

ります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。退職金をカットできないから、まあ給料月額を２

０％カットしてるからいいじゃないかということでずっとおっしゃられますけれども、

もし、まあそれでもいいですよ。退職金２０％、退職金カットすることに準じて２０％

カットという主張もいいですけども、もしそれをされるならね、ほかの市町村、全国的

に首長さんがやられているように、退職金の減額部分以外に財政的な負担を考えて、も

う１０％、２０％、つまり合計で３０％、４０％ぐらいカットしならんといけんじゃな

いですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。この４年間の職責を全うしていくということであります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 竹口大紀君。

○議員（１番 竹口 大紀君） はい。皆さんもちょっと飽きてきたような顔をされてい

ますので、最後の質問にしたいと思いますけれども、ええ、やっぱり選挙ってね、大事

だと思うんです。選挙前に何を訴えるか。古きよき時代の政治家であれば、選挙前にね、

いいことを言って、あれやります、これやります、こんなこともやります。選挙に通っ

てみたら、まあまた検討しますわ、いやあ、ちょっと難しいですわと言いながら４年間
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過ごす。また選挙前になると、あれやります、これやります。こういうのはね、もう断

ち切りたい。我々、若い政治家として一番迷惑に思うのは、公約をうたっておきながら

やらない。あるいはできないときに言いわけばっかり言う。できる手法があるにもかか

わらずやらずに、ああでもない、こうでもない、こういう規則があります。本当にやる

気があるのかなというふうに同じ政治家として見てしまいます。やっぱり言ったことは

やる。できないことは言わない。やれると思って言ったけどできなかったら謝る。こう

いうことが大事じゃないですか。退職金見直し、そのほかの公約についても質問された

方ありますけれども、できないところは謝る。やれないなら言わない。こういうこと大

事じゃないですか、町長。最後、御答弁ください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。竹口議員の方からいろいろと話はされますけれども、ど

うぞ２１年の４月、６月の議会でのいろいろな御質問、あるいは答えを振り返っていた

だきたいと思います。４年をたった今の段階でこうしていろいろとできるんじゃないか

ということを整理をされて御発言をされるということはあるのかもしれませんけれども、

この４年間をスタートするときに、私の思いを伝えさせていただいたところであります。

できないことを言いわけをしたつもりではありません。４年間の任期の中で、実学とし

て、言いわけとしてやりとりするということではなく、やはり目に見える実学として、

額が減ずる、退職金に合う、あるいは相当する額をできるところからさせていただきた

いということで、２０％のカットのお願いをさせていただいたところであります。当時

もその２０％というものについては大きな割合でありましたし、現在も首長でカット、

多い少ないということではなく、カットしない首長もありますし、カットしている首長

もあります。いろいろな思いの中でそれぞれ首長が職責を全うしております。私の場合

は、そういう思いの中で提示をさせていただいた。そこでこの４年間の任期の職責を全

うさせていただいている期間であります。どうぞそのことをもう一度思い出していただ

きたいと思いますし、その思いでこの４年間やってきたということでありますので、言

いわけとかなんとかということではないということも改めて御認識賜りたいというぐあ

いに思います。やれるところからやらせていただいているという現状であるということ

であります。

○議員（１番 竹口 大紀君） 以上で終わります。

⋞ ⋞

○議長（野口 俊明君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。

次回は３月１５日金曜日に本会議を再開しますので、定刻、午前９時３０分までに本

議場に集合してください。

本日はこれで散会します。

午後３時０２分散会
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